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マイクロニードルが拓く新たな化粧品・医薬品の世界
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A World of Novel Cosmetics and Medicines to Open Up by Microneedles
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Abstract
Various delivery techniques have been devised to improve the transdermal absorption efficiency of drugs. One of them 

is the microneedle method. Microneedles are technologies that improve the transdermal delivery efficiency of drugs by creat-
ing micropores in the stratum corneum using micrometer-sized needles. This technique is useful not only for drug develop-
ment but also for cosmetic development. In recent years, development of various microneedles has been developed due to 
improvements in microfabrication technology. Japan’s R&D technology for microneedles is at a high level. In particular, in 
2008, the world’s first microneedle cosmetics originated in Japan have been launched. This article outlines the characteristics 
of microneedles and introduces their application to cosmetics.
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1. は じ め に

医薬品において貼付剤は，皮膚に貼付した部位から局
所患部へ有効成分を到達させる製剤，ならびに有効成分
を皮膚の毛細血管から全身循環血に移行させることによ
り，全身での薬理作用を発揮させる製剤（経皮吸収型製
剤）であり，現在では経口剤や注射剤についで重要な位
置を占めている。経皮吸収型製剤による薬物の経皮吸収
は，薬物の肝初回通過効果を回避できるだけでなく，注
射投与に比べ安全かつ簡便に薬物を投与できることか
ら，世界各国でその研究が精力的に行われている。しか
しながら，皮膚の最外層を構成する角質層は外界から
の異物侵入を防ぐ物理的バリアとして機能しているた
め 1），皮膚からの薬物吸収は大きく制限されている。一
般的に経皮吸収により有効血中濃度に達することのでき
る薬物は，オクタノール／水分配係数が1～4の適度に
脂溶性があり，分子量が500 Da以下であると言われて
いる 2）。この経皮吸収における制限の問題を解決すべく
エレクトロポレーション法やイオントフォレシス法，ソ
ノフォレシス法など，さまざまな経皮薬物デリバリー技
術が考案されている。しかしこれらの手法は確かに高分
子の薬物についても皮膚からの吸収を促進させるが，い
ずれも大型の電源装置を必要とするために汎用性に欠け

るなどの課題を残している。このようななか，より簡便
で安全に経皮吸収を達成できる技術としてマイクロニー
ドル（MN）が注目されている。現在MNは，主に薬物
の経皮吸収のためのデバイスとして研究開発が進められ
ているが，この技術は化粧品開発にとっても魅力的であ
ることは言うまでもない。本稿では，種々のMNの特
徴について概説するとともに主に化粧品への応用につい
て紹介する。

2. MNの種類および構成材料とその特徴

MNはマイクロメートルサイズの微小針を皮膚に適用
することにより角質層に微小孔をあけ，物質の経皮送達
効率を向上させる技術である 3）。この概念は1976年に
Gerstelと Placeらによって初めて報告された。当初は，
製造技術が困難であることから費用対効果の面が問題
となり開発研究は停滞していたが，1990年代になって
電子工業が発展することで微細加工技術が容易になり，
現在ではさまざまなMNの開発が進められている。こ
れまでに報告されたMNは，構成材料面から非生分解
性と生分解性に分類される（Table 1）。非生分解性の材
料としてシリコンや金属（チタン，ステンレスなど）を
用いたMN4, 5）は，微細機械加工，電解メッキ，折り曲
げ法などにより作製される。本MNは，成形しやすく，
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